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こころ日記 

「 ぼちぼち 」 
（7）からだの話 

脇野 千惠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

私は長い間、性教育の授業実践と研究

に取り組んでいます。自分自身の育ちの

中で、大人になることへの葛藤に苦しん

だこと、蛹期と言われる思春期にある子

どもたちへのサポートができればといっ

たことがきっかけです。     

  

今、小学校では保健の教科書があり、

二次性徴などの色々な体の学習をするこ

とになっています。中学校でも、保健体

育という教科で、二次性徴と性感染症の

ことを学習することになっています。教

科は保健体育です。 

子どもたちが自分のからだのしくみを

科学的に学ぶ機会は、保健の授業でしか

ありません。しかし、実状は、他のこと

は頑張るけれど“性”についてはどうも

……。そのことについては教えたくない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は雨だから仕方がないか…といった

体育教師が相変わらずいることです。 

 体育系の大学の教員免許過程で、保健

科目の講義を、大学の先生たちはどちら

かというと持ちたがらないといった話を

聞いたことがあります。また今の教育大

学でさえ、性教育について教えることは

ありません。医療系の学校もそうだろう

と思います。 

 毎年新採の教員が赴任してきますが、

私は必ず性教育について講義していま 

す。ほとんどの若い教師たちは、性教育

をきちんと教えてもらった記憶がないと

言います。しかし、中学校にいながら、

思春期にある子どもたちの心と 

からだの変化について、何も知らないで

はすまされません。 

彼らは講義の後、異口同音にして 
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「自分のからだなのに本当に知らないこ

とばかりだった。もっと早くに知ってい

れば…」 

と感想を述べてくれます。そして、性教

育といえば、生命誕生、二次性徴という

イメージがあり、特に命の成り立ちの性

交については、最も語りにくいテーマで

あるとも。思春期の子どもたちは多感で

す。年の近い分、興味本位に先生のプラ

イベートに踏み込む生徒もいるからです。 

 

私たちが扱う性教育の分野は実に多岐

なテーマにわたっています。科学的な知

識をベースにして、ジェンダーや、関係

性のテーマの中として恋愛学習や性被害、

性暴力、デートＤＶ、性情報もあります。

進んだ中学校では、こういった学習を人

権学習の中で取り入れるようになってき

ています。また、「男女なかよく」といっ

たテーマの中に、今は同性愛についても

触れています。 

 社会の変化とともに、“性”をめぐる問

題も変化してきています。そして、スマ

ートフォンを持つ中学生の周りには、

“性”をめぐる危ない話がたくさんある

ことにも気づかされます。 

 

 

 ※Ｓ子の場合 

  

Ｓ子は、とても物静かな性格で、どちら

かというと寡黙な性格でした。１年生で

は、目立たない普通の生徒でした。家族

は、母親と兄、姉の４人。母子家庭とは

いえ、母親は看護師として頑張って働い

ていたので、そこそこの生活ぶりでした。

２年生では少し積極的な面を出すことが

でき、学級委員になり、自主研修である

校外学習の計画を立てるといったことも

できるほどになっていました。 

３年生、他の生徒と同じように彼女も

まちがいなく思春期がやってきていまし

た。スカートを短くしたり、瞼を二重に

するアイプチやピアス、髪の毛の色も少

しずつ茶色に染まっていったりと変化が

みられました。大人に対しても反抗的な

態度を示すようになっていきました。

日々子どもたちを観察していると、その

変化のスピードがなんと速いことか。 

  

Ｓ子にそんな変化が見られるようにな

った要因の一つは、彼氏ができたことで

した。同級生のＭ太。クラスは違いまし

たが、休み時間には必ずＳ子の教室にや

ってきては、周りの目もはばからず膝の

上に座り抱き合っています。朝早く、た

またまその様子を見た教師から、こっぴ

どく叱られたこともありました。級友た

ちは、さすがに彼らの態度に嫌気がさし、

Ｓ子は周りから冷めた目で見られるよう

になりました。 

  

人を好きになることは悪いことではあ

りません。しかし、学校では恋愛はまだ

まだ「不純異性交遊」という認識です。

まして人前でいちゃいちゃなんて…。

色々な教師から、服装のことなどちくち

く注意を受けることに、だんだんと“大

人は信頼できない！”と心を閉ざしてい

くようになりました。 

やがて遅刻も増え、休むことも。家で

も母親とうまくいかず、プチ家出をする
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こともあったようです。学校の様子を伝

えると、母親は追い詰められたという思

いからか、 

「あの子のことは、もうそっとしてお 

いてほしい。」 

という答えしか返ってきませんでした。 

家や学校での居場所がなくなっていっ

た彼女は、彼と過ごす時間が唯一の癒し

となりました。からだの関係ができると

なおさらでした。 

 

 一方Ｍ太は、とても明るく冗談が好き

な子でした。小顔で長身な容姿は、とて

もかっこいい少年でしたが、精神的な面

ではとても幼稚で、小さなトラブルを頻

繁に起こしていました。Ｓ子に近い生徒

は、 

「何であんな子と付き合うの？」 

とつぶやく子もいるくらいでした。 

 

 学校生活の中での、男女のカップルは

数％です。今どきの子の「つきあう」と

は、まずはメルアド交換。そこから発展

するカップルは本当に少なく、せいぜい

メールのやりとりか、一緒に帰るにとど

まっています。中学生でセックスにいた

るカップルは、世間で言われるほど決し

て多くはありません。むしろ高校生にそ

の割合は急に増える傾向にあります。 

 

 教師たちは、Ｓ子とＭ太の付き合い方

にとても危惧していました。まずは、妊

娠です。生活習慣もきちんと身について

いない彼らに、避妊ができるのかといっ

たことです。 

  

夏休みが終わり２学期が始まったころ、

Ｓ子は授業に入れず、保健室に通うよう

になりました。何かを訴えたい様子を察

した養護担当と私は、思い切ってＭ太と

の関係について聞いてみました。 

 

実は、Ｓ子はＭ太から性暴力を受けて

いたのでした。暴力は親密な関係で起こ

りやすく、見えにくいものです。Ｓ子は

自分のことを好きと言ってくれるＭ太の

ことなら何でもしたそうです。からだの

関係も嫌な時もあったそうですが、断る

と殴られ、 

「避妊をして！」 

と懇願してもお金がないと言って、して

くれなかったそうです。そうこうしてい

るうちに、Ｓ子は自分のからだの変調に

気づき始め、もしやと思い、妊娠検査を

してみると陽性に。そのことが信じられ

ずに３回も検査をしたということです。 

 どうすればいいのかわからず、自分の

お腹を強くたたいたりもしました。病院

には行くには、高い費用がかかります。

とにかくＳ子なりに色々と知恵を絞った

末に、ネット上で中絶できる薬が買える

ことを知りました。すぐに買い求めたと

いいます。その薬は海外で売っているも

ので、日本では認可していない違法な薬

（劇薬）でした。とにかくその薬を飲み、

自宅で中絶をしたと号泣して打ち明けた

のです。 

  

 このようなことは、めったにあること

ではありません。Ｓ子がたった一人で、

妊娠に向き合い処理をしたことに、何の

力にもなってやれなかったことに落ち込
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みました。このことについての情報は最

小限に止めなければなりません。私たち

は、嫌がるＳ子を説得し、親へ連絡、病

院への受診を進めました。何とか解決の

方向にもっていくことができました、無

事に入試を終え、高校へと進学しました。 

  

今の子どもたちは、ネット上で、自由

に性情報を得ることができます。その内

容には、本当に驚くものばかりです。Ｓ

子が探した中絶、緊急避妊ピルサイトな

ど、今の子どもたちは知識のないままに

そういった情報に安易に飛びつき、解決

しようとする姿が見られます。 

たまたまＳ子は命にかかわる事態には

なりませんでしたが、大人の知らないと

ころで、深刻な出来事が起こっているこ

とは確かです。Ｓ子の場合はほんの氷山

の一角の出来事です。 

今まで実践してきたことに多少なりと

も自負していた私ですが、相変わらず

“性”のことにつては、「寝た子を起こす

な」という教師がいる学校で、改めて何

ができるのかと考えてしまいました。 

 

    （中学校教員  脇野千惠）  

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


